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第Ⅰ期 1 ss～5 ss 援助を受け入れて側臥位や坐位の課題姿勢を取れるようになり、十分なリラクセイションができるようになってきた時期
第Ⅱ期 6 ss～11 ss 援助者や自分のからだに注目し、力を入れる－抜く動作を共有していくことができた時期
第Ⅲ期 12 ss～15 ss 膝立ち及び立位課題で能動的なコントロールができるようになってきた時期
動作法における重度・重複障がい者と援助者との相互交渉の変容
― ７ ―
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図 1 各時期における動作法の変化と日常生活場面及び課題設定場面における変化との関連について
動作法における重度・重複障がい者と援助者との相互交渉の変容
― ８ ―
るが視線を合わせることができるようになってきた。
この時期に行われた課題設定場面では、課題開始まで歩き回ることは少なかったが、課題が
始まると立ち歩いて集中することは難しかった。2日目に行われた課題設定場面では、呼名に
対して視線を向けるようになってきた。日常生活場面では、集団療法において活動を待つ間、
立ち上がって動き回ったり、上体を前後に動かし床を叩く常同的な行動が頻繁にみられてい
た。2日目の集団療法場面では、援助者が声かけすると常に動いている手の動きを止める場面
がみられた。
この時期に行われたトレーナーミーティングでは、膝立ちでの落とし腰からの立ち上がり動
作課題が対象者主体ではなく援助者主体になっていることから、対象者主体の動作になるよう
に具体的な援助方法について SV から助言を受けた。具体的には、左右重心が均等に乗ってい
るかの確認、からだを直状態にした状態から援助をスタートすること、対象者が動かしている
ときは援助の手を離して、対象者が動かしている実感が持てるようにし、主体的な動作努力が
みられたときは、ことばと動作を通して賞賛することを学び、第Ⅱ期につなげていくことにな
った。
〈第Ⅱ期（♯6～♯11）〉
援助者や自分のからだに注目し、力を入れるー抜く動作を共有していくことができるようにな
ってきた時期
動作法においては、躯幹ひねり動作課題での援助の受け入れはスムーズになり、また、援助
者が替わっても動作援助を受け入れてやりとりができるようになるなど、動作援助に合わせて
力を抜いていくことが安定してできるようになってきた。膝立ちでの落とし腰からの立ち上が
り動作課題では、動作のはじまりと終わりを明確にしめしながら、対象者が動かすまでを援助
し、動かし始めたら援助を外すことを心がけていった。そして、対象者の主体的な腰の動きが
みられるようになり、落とし腰から直姿勢に戻す動きができるようになってきた。その動きの
際に、股関節の屈方向と足首に強い緊張が入ってくることが確認されたことから、股関節と足
首のリラクセイションによって腰の動きがよりスムーズになるのではと考えた。そこで、仰臥
位での足首弛めとあぐら坐位での前屈による股関節の弛め課題を行った。その効果もあって、
落とし腰からの立ち上がり課題が安定してできるようになり、動作ができた際に、「ばっちり、
まるです」と賞賛すると対象者は顔を援助者へ向けるようになってきた。立位での膝のまげ伸
ばし動作課題では、課題姿勢を取ることができなかった第Ⅰ期から、第Ⅱ期では立位姿勢は取
れるようになるが、両脚を揃えてまげ伸ばしすることが難しく、左右の重心が偏った状態での
まげ伸ばし動作になっていた。
この時期に行われた課題設定場面では、呼名のみでなく、握手や物の受け渡しの際にも視線
を向けるようになってきた。また握手には手を出して応じるようになってきた。日常生活場面
動作法における重度・重複障がい者と援助者との相互交渉の変容
― ９ ―
や集団療法場面では、活動を待つ間、援助者の手を取って股関節や耳に手を持って行ったり、
視線を合わせたり援助者の様子に興味を持って関わるようになってきた。また、周りにあるも
のを見つけるとすぐに手を伸ばして取りにいったり、援助者以外の人を気にすることもあり、
周りへの関心が多様になってきた。
〈第Ⅲ期（♯12～♯15）〉
膝立ち及び立位課題で能動的な動作コントロールができるようになってきた時期
動作法では、躯幹ひねり動作課題により十分な全身のリラクセイションが進んできた。当初
は課題姿勢までが取れなかった母親も躯幹ひねり課題ができるようになるなど、動作課題や援
助者の受け入れがスムーズになってきた。そして、第 1セッションではできなかった「横にな
って」の声かけと少しの動作誘導で、自ら側臥位を取ることができるようになってきた。ま
た、あぐら坐位での上体反らせ課題においても援助者に身体を任せて弛めていく能動的な努力
ができるようになり、双方の視線が合うことが増えてきた。膝立ちでの落とし腰からの立ち上
がり動作課題においても、「まげるー止めるー伸ばす」の動作援助や合図に合わせて動作をコ
ントロールして行えるようになってきた。立位での膝のまげ伸ばし動作課題では、対象者が両
脚均等に重心を乗せることができるようになり、両脚を揃えて膝のまげ伸ばしができるように
なってきた。そして、援助に合わせて動きを止め少しずつ「まげる－止める－伸ばす」動作コ
ントロールができるようになり、援助者の意図を共有したり察したりしながら行えるようにな
ってきた。動作課題を行った後に援助者に視線を向けて賞賛を待つ様子もみられるようになっ
てきた。
この時期に行われた設定課題場面では全ての課題において援助者と視線を合わせて取り組む
ことができるようになってきた。また、援助者ではない周りの人からの呼名や握手にも応じる
ようになってきた。ものの受け渡しでは、相手に渡すことは難しいが、援助者をしっかりみて
受け取ることはできてきた。日常生活場面での様子では、活動を待っている際には、援助者に
自ら関わり、援助者の手を取って股関節や耳へ持っていったり、笑顔をみせていた。模様をつ
ける活動では、能動的に手を伸ばして積極的に活動に参加する様子がみられた。腕が下りて顔
が上がり、全身がリラックスした歩容になってきたり、援助者以外の人にも手を握って関わる
相互交渉場面が増えてきた。最終日の効果測定では、当初は難しかった効果写真の撮影の場所
へのスムーズな移動ができるようになった。また、どんな姿勢の写真を撮るのか援助者が対象
者に伝えると、意図を共有し、スムーズに姿勢を変換し、撮影をその場で待つことができてい
た。キャンプ終了後心身の安定した状態が続いていると保護者から報告があった。
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4 考察
動作課題における相互交渉の変化と、課題設定場面及び日常生活場面における相互交渉の変化
との関連について
第Ⅰ期における動作法による相互交渉では、援助者を受け入れることと、動作課題を受け入
れることの両面の課題が生じていたと考えられる。まず、援助者によるからだを密着させた動
作援助が対象者にとって安心感を持ち、援助者を受け入れるようになったものと考えられる。
しかし、動作課題の受け入れには、対象者は援助の意図がわかりにくく、急に姿勢変換を求め
てきたり、からだに力を加えてくる体験に戸惑いが大きかったものと推察される。そのため、
注目する部位や動作援助の方向を明確に示すことと、双方向のやりとりを重視していくことに
よって、動作を通したやりとりが継続できるようになり、援助の意図や動作の実感が得られて
きたことが動作課題の受け入れにつながってきたものと推察される。こうした援助者と動作課
題の受け入れの経過の中で、動作法を通した相互交渉が促進され、対象者と援助者の基礎的な
コミュニケーション関係が構築されてきたものと考えられる。こうした基礎的なコミュニケー
ション関係が基盤となって、援助者への興味や共有・共同の行動がスムーズになってくる等、
動作法以外の場面での相互交渉の進展に繋がっていったものと推察される。
第Ⅱ期での膝立ちでの落とし腰からの立ち上がり動作課題では、援助を減らしても主体的に
腰を動かして直姿勢へ立ち上がることができてきた。この共有体験後には、対象者自ら援助者
の手を取り、股関節へ手を当てて、自発的に腰の緊張を訴えてきたり、集団療法の活動を待つ
間、援助者の手を取って自分の耳や手に持っていく行動が頻繁にみられてきた。これは、十分
なからだのリラクセイションのもと、自分のからだへの注目が高まり、からだの変化に気付
き、援助者との共有を求める表出ではないかと推察される。さらに、膝立ち及び立位姿勢課題
では、ことばかけに対して援助者の顔を見て、援助のタイミングに合わせて課題動作を行った
り、意図を共有しながら援助者と一緒に取り組めるようになってきた。こうした動作課題がで
きたときに褒められることを待つようになる等、援助者との共有・共同動作の関係性の深まり
が、設定課題場面の呼名での返事や握手で援助者が手を出したときに応じて対象者も手を出し
握る等の動作法場面以外の相互交渉にも影響を及ぼしたものと推察される。
第Ⅲ期の膝立ち及び立位課題では、援助に合わせて動きを止め少しずつ「まげる－止める－
伸ばす」動作コントロールができ、援助者の働きかけを受け入れ対応することができるように
なってきた。そして、能動的に動かそうという動作努力がみられるようになり、対象者と援助
者間で互いの意図を共有し、どちらが主体的となって動かしているのかわからないくらいの一
体感を感じるようになってきた。このやりとりの一体感は、鯨岡（1990、1997、1998、2000）
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が述べている原初的コミュニケーションに相当するものと推察される。この基礎的なコミュニ
ケーション関係の深化が、課題設定場面での相手の表情を見た返答や日常生活場面での援助者
への主体的な関わりにつながり、双方の意思が分かり合える関係性につながっていったものと
推察される。そして、安定して援助者との相互交渉ができてきたと同時に、援助者以外の第三
者でも見られるようになってきたり、ことばかけが伝わって行動することに般化していったも
のと考えられる。
以上のことから、重度・重複障がいのある本事例を通して、動作法による相互交渉の変化
と、課題設定場面及び日常生活場面における相互交渉の変化との関連について検討した結果、
動作法における相互交渉の進展に伴い、他の場面における相互交渉の進展もみられてきたこと
から、動作法における相互交渉は、他者との基礎的なコミュニケーション関係を促進するため
の有効な援助法になり得ることが示唆された。
付記
本論文は 2019年心理リハビリテイション学会学術大会において発表したものに加筆・修正したもの
です。
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